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令
和
四
年
度
事
業
報
告

1　

研
究
助
成

Ⅰ
「
仏
教
文
化
及
び
宗
教
文
化
に
関
す
る
研
究
」
の
テ
ー
マ
部

門

　

〈
個
人
研
究
〉

①
「
仏
教
讃
歌
に
み
る
学
び
と
創
造
の
教
育
─
仏
教
讃
歌
を
演

奏
す
る
こ
と
で
学
ぶ
─
」

�

兼
担
研
究
員　
　

ガ
ハ
プ
カ　

奈
美

　

〈
共
同
研
究
〉

①
「
蘆
庵
文
庫
所
蔵
藤
島
宗
順
日
記
の
調
査
と
研
究
」

�

研
究
代
表
者
・
兼
担
研
究
員　
　

大　

谷　

俊　

太
�

研
究
分
担
者
・
兼
担
研
究
員　
　

山　

中　

延　

之

Ⅱ
「
人
文
・
社
会
・
自
然
の
各
分
野
に
お
け
る
研
究
」
の
テ
ー

マ
部
門

　

〈
個
人
研
究
〉

①
「
新
発
見
史
科
・
京
都
高
等
女
学
校
『
校
友
会
報
』
の
複
製
・

総
目
次
の
作
成
と
そ
の
公
開
」

�

兼
担
研
究
員　
　

坂　

口　

満　

宏

②
「
く
ら
し
の
京
こ
と
ば
─
口
語
京
都
方
言
に
お
け
る
形
容
詞

重
複
表
現
に
つ
い
て
─
」

�

兼
担
研
究
員　
　

谷　
　
　

光　

生

③
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（CO

V
ID
-19

）
影
響
下

に
お
け
る
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
」

�

兼
担
研
究
員　
　

濱　

﨑　

由
紀
子

　

〈
共
同
研
究
〉

①
「
九
條
武
子
の
女
子
教
育
に
関
す
る
思
想
と
実
践
に
関
す
る

研
究
」

�

研
究
代
表
者
・
兼
担
研
究
員　
　

手　

嶋　

昭　

子

�

研
究
分
担
者
・
兼
担
研
究
員　
　

南　

野　

佳　

代

�

西　
　
　

義　

人
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2　

公
開
講
座

　

仏
教
文
化
公
開
講
座

　
　
　

日
時　

令
和
4
年
10
月
22
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
2
時
45
分

　
　
　

場
所　

京
都
女
子
大
学　

Ｂ
校
舎
5
階
５
０
１
教
室

　
　
　

講
題　
「
親
鸞
聖
人
と
比
叡
山
大
乗
院
」

　
　
　

講
師　

�

本
願
寺
派
勧
学
、
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
、
博
士

（
文
学
）�

淺　

田　

正　

博

　

宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座

　

Ⅰ　

日
時　

令
和
4
年
6
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

　
　
　

場
所　

京
都
女
子
大
学　

Ｃ
校
舎
5
階
５
０
１
教
室

　
　
　

講
題　
「
後
醍
醐
天
皇
、
討
幕
へ
の
道
」

　
　
　

講
師　

高
野
山
大
学
文
学
部
人
間
学
科
准
教
授

�

坂　

口　

太　

郎

　
　
　

講
題　
「
北
条
義
時
と
鎌
倉
・
京
都
」

　
　
　

講
師　

�

鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館
学
芸
員
、
青
山
学
院
大

学
非
常
勤
講
師�

山　

本　

み
な
み

　

Ⅱ　

日
時　

令
和
4
年
9
月
17
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
4
時
15
分

　
　
　

場
所　

京
都
女
子
大
学　

Ｂ
校
舎
5
階
５
０
１
教
室

　
　
　

講
題　
「
北
魏
仏
教
と
曇
鸞
」

　
　
　

講
師　

龍
谷
大
学
准
教
授�

内　

田　

准　

心

　
　
　

講
題　
「
本
願
寺
の
草
創
と
他
力
信
心
の
教
え
」

　
　
　

講
師　

�

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
上
級
研
究
員　

本
学
非
常
勤
講
師�

塚　

本　

一　

真

3　

研
究
紀
要
「
第
36
号
」

　

研
究
発
表

　
　

鎌
倉
幕
府
の
成
立
と
坂
東
武
士
の
官
職

�

野　

口　
　
　

実

　
　

称
友
『
倶
舎
論
明
義
釈
』「
三
世
実
有
」（
和
訳
）�SA

�
468,�24-477,�2�6�

秋　

本　
　
　

勝

　
　

地
方
小
都
市
に
お
け
る
合
葬
墓
設
立
の
潮
流
と
合
葬
墓
移

行
型
墓
所
の
新
シ
ス
テ
ム
～
北
海
道
東
神
楽
町
と
旭
川
市
、

石
川
県
内
灘
町
等
と
金
沢
市
の
2
都
市
圏
を
事
例
と
し
て

～�

槇　

村　

久　

子

　
　

コ
ロ
ナ
禍
か
に
お
け
る
自
然
体
験
活
動
の
取
り
組
み

�

宮　

野　

純　

次

　
　

小
・
中
学
校
9
年
間
を
見
通
し
た
「
命
と
自
己
の
生
き
方

を
見
つ
め
る
教
育
」
に
向
け
た
国
語
科
の
系
統
的
な
指
導

に
関
す
る
研
究�

水
戸
部　

修　

治
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屋
外
喫
煙
所
周
囲
の
環
境
タ
バ
コ
煙
（ET

S

）
に
お
け
る

空
気
中
ニ
コ
チ
ン
量
の
検
討�

中　

村　

亜　

紀

�

宮　

脇　

尚　

志

　
　

学
部
学
生
の
男
女
比
か
ら
み
た
教
育
・
研
究
費
の
偏
り
と

そ
の
影
響�

辻　
　
　

雅　

弘

�

粟　

屋　

美　

絵

　
　

日
本
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
を
め
ぐ
る
法
政
策
の
展
開

と
課
題
─
労
働
市
場
に
及
ぼ
す
影
響
と
人
権
保
障
の
視
点

か
ら
─�

烏
蘭
格
日
楽

　
　

学
校
清
掃
と
生
徒
指
導
─
「
無
言
清
掃
」
を
実
践
す
る
中

学
校
3
校
へ
の
訪
問
調
査
か
ら
─

�
表　
　
　

真　

美

　〈
令
和
三
年
度
仏
教
文
化
公
開
講
座
講
演
録
要
旨
〉

　
　

生
死
出
づ
べ
き
道
を
求
め
て�

満　

井　

秀　

城

4　

研
究
所
だ
よ
り

　
　

第
75
号
（
7
月
発
行
）

　
　

第
76
号
（
2
月
発
行
）
第
37
回
懸
賞
論
文
発
表

5　

懸
賞
論
文
募
集

　

テ
ー
マ

　
（
京
都
女
子
大
学
学
生
及
び
京
都
女
子
大
学
大
学
院
生
）

　
　
　

親
鸞
の
思
想
、
仏
教
思
想
や
宗
教
思
想
等
あ
る
い
は

現
代
社
会
の
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い

て
、
宗
教
の
視
点
も
加
え
て
論
評
し
た
も
の
。
た
と
え

ば
性
差
別
や
生
命
倫
理
の
問
題
、
地
球
環
境
、
国
際
関

係
、
Ｉ
Ｔ
の
普
及
、
少
年
犯
罪
や
カ
ル
ト
宗
教
を
め
ぐ

る
問
題
な
ど
に
関
す
る
も
の
。
題
は
自
由
。
ま
た
、エ
ッ

セ
イ
の
形
式
で
も
可
。

　
（
京
都
女
子
高
等
学
校
生
徒
）

　
　
　

1　

私
と
宗
教

　
　
　

2　

釈
尊
に
学
ぶ
も
の

　
　
　

3　

親
鸞
聖
人
に
学
ぶ
も
の

　
　
　

題
は
自
由
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
（
京
都
女
子
中
学
校
生
徒
）

　
　
　

1　

私
と
宗
教

　
　
　

2　

お
し
ゃ
か
さ
ま
と
私

　
　
　

3　

親
鸞
さ
ま
と
私

　
　
　

題
は
自
由
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
（
京
都
女
子
大
学
附
属
小
学
校
児
童
）

　
　
　
「
ほ
と
け
さ
ま
の
こ
と
」｢

お
し
ゃ
か
さ
ま
の
こ
と｣
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｢

し
ん
ら
ん
さ
ま
の
こ
と｣

に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ

い
。
題
は
自
由
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
（
京
都
幼
稚
園
年
長
組
園
児
）

　
　
　

み
ほ
と
け
さ
ま
の
絵

令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
度
報
告

応
募
数　
　

593
編

　
　

大
学
・
大
学
院
生�

5
編

　
　

高
校
生�

73
編

　
　

中
学
生�

25
編

　
　

小
学
生�

458
編

　
　

幼
稚
園
児�

32
編

入
選
者　
　

69
編

　
　

大
学
・
大
学
院
生
の
部

　
　
　

秀
作�

2
編

　
　
　

努
力
賞�
1
編

　
　

高
校
生
の
部

　
　
　

優
秀
作�

2
編

　
　
　

秀
作�

2
編

　
　
　

佳
作�

6
編

　
　

中
学
生
の
部

　
　
　

優
秀
作�

4
編　

　
　
　

秀
作�

2
編

　
　
　

佳
作�

3
編

　
　

小
学
生
の
部

　
　
　

金
賞�

14
編

　
　
　

銀
賞�

27
編

　
　

幼
稚
園
の
部

　
　
　

入
賞�

6
編

6　

宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動

　　
　
　

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
度
よ
り
「
中
世
前
期
の

社
会
と
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
宗
教
・
文
化
研
究
所

教
授
野
口
実
を
指
導
助
言
者
と
し
て
、
本
学
の
み
な
ら
ず

関
西
圏
の
大
学
に
在
籍
す
る
若
手
研
究
者
（
大
学
非
常
勤

講
師
な
ど
）・
大
学
院
生
・
学
部
生
、
お
よ
び
、
本
学
卒

業
生
を
含
む
一
般
社
会
人
（
中
学
・
高
校
教
員
な
ど
）
が

参
加
し
て
史
料
講
読
会
な
ど
の
活
動
が
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
野
口
教
授
の
定
年
退
職
（
そ
の
後
、
客
員
研
究

員
・
本
学
名
誉
教
授
）
に
と
も
な
っ
て
新
規
に
参
加
す
る

学
生
が
少
な
く
な
り
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
対
面

で
の
活
動
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
降
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
メ
ン
バ
ー
間
の
情
報
交
換
と
ゼ
ミ
機
関
誌
『
紫

苑
』
刊
行
に
関
す
る
連
絡
程
度
の
活
動
し
か
な
さ
れ
な
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か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
三
年
）
度
末

を
も
っ
て
活
動
を
休
止
す
る
に
い
た
っ
た
。

　
　
　

①
機
機
関
誌
『
紫
苑
』
の
刊
行

　
　
　

�　

指
導
助
言
者
の
定
年
退
職
に
伴
っ
て
十
四
号
で
い
っ

た
ん
終
刊
と
し
た
機
関
誌
『
紫
苑
』
を
、
平
成
二
十
九

年
度
よ
り
学
部
生
の
研
究
ノ
ー
ト
な
ど
に
よ
っ
て
構
成

す
る
形
で
復
活
さ
せ
た
が
、
今
回
発
行
す
る
二
十
号
を

も
っ
て
確
実
に
終
刊
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
最
終
号

に
は
古
参
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
論
文
の
ほ
か
、
終
刊
に
寄

せ
る
卒
業
生
な
ど
か
ら
の
思
い
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　
　
　

②
活
動
の
成
果

　
　
　

�　

本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
学
問
・
研
究
に
意
欲
的
な
他
大
学

の
院
生
・
学
部
生
、
さ
ら
に
は
一
般
市
民
に
も
門
戸
を

開
い
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
所
属
大
学
や
地
域
の
枠
を

こ
え
た
、
他
に
類
例
の
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
活
発
な
交

流
が
行
わ
れ
、
現
在
、
日
本
史
・
日
本
文
学
に
関
係
す

る
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
研
究
者
や
教
育
者
な
ど
を
多

数
輩
出
す
る
結
果
を
生
ん
だ
。
ま
た
、Facebook

ペ
ー

ジ
（
宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
や
Ｈ
Ｐ
に
よ
っ

て
、
社
会
に
向
け
て
活
動
の
紹
介
を
積
極
的
に
行
っ
た

こ
と
も
特
記
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
も
参
照
さ
れ
た

い
。

7　

そ
の
他

　　

資
料
サ
ー
ビ
ス

　
　

図
書
・
視
聴
覚
資
料
の
貸
出
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編

集

後

記

◇
こ
こ
に
『
研
究
紀
要
』
第
三
十
七
号
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
は
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回

も
各
先
生
方
か
ら
、
多
岐
に
わ
た
る
研
究
分
野
の
成
果
を
寄
稿
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

◇
令
和
四
年
度
の
宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座
は
「
京
都
の
朝
廷
と
鎌
倉

の
幕
府
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
第
Ⅰ
部
は
、
高
野
山
大
学
文
学
部
人

間
学
科
准
教
授
の
坂
口
太
郎
先
生
に
「
後
醍
醐
天
皇
、
討
幕
へ
の
道
」
と

題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き
第
Ⅱ
部
で
は
、

鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館
学
芸
員
の
山
本
み
な
み
先
生
に
「
北
条
義
時
と
鎌

倉
・
京
都
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
◇
令
和
四
年
度
の
仏
教
文
化
公
開
講
座
で
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
勧
学
、

龍
谷
大
学
名
誉
教
授
・
博
士
（
文
学
）
の
淺
田
正
博
先
生
に
「
親
鸞
聖
人

と
比
叡
山
大
乗
院
」
と
題
し
て
ご
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
今
後
も
よ
り
多
く
の
先
生
方
に
「
仏
教
文
化
を
中
心
に
、
広
く
宗
教
と
文

化
に
関
す
る
研
究
を
推
進
し
、
も
っ
て
学
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
と
い
う
当
研
究
所
設
置
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
多

く
の
研
究
申
請
が
出
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
研
究
紀
要
」
第
三
十
七
号

令
和
六
年
三
月
十
四
日　

印
刷

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日　

発
行

京　
都　
女　
子　
大　
学

宗
教
・
文
化
研
究
所

所
長　

黒
田　

義
道

〠
六
〇
五-

八
五
〇
一　

京
都
市
東
山
区
今
熊
野
北
日
吉
町
三
五

　
　
　
　
　

電
話　
〇
七
五（
五
三
一
）七
〇
七
四（
直
通
）

　
　
　

印　

刷　

所　

株
式
会
社　
同
朋
舎

〠
六
〇
四-

八
四
五
七　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
馬
代
町
六
─

一
六

図
書
印
刷


